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近年、既存薬に耐性を持ち致命的な感染を引き起こす「スーパーバ
グ 」の報告が相次いでおり、新薬の開発は人類の喫緊の問題となっ
ている。実際に医療、農業、畜産業の現場で使用されている抗生物質
の多くは、細菌のタンパク質合成、特にその担い手であるリボソームを
標的としており、これらの抗菌性低分子（<1000 Da）が巨大な（～2.3 
MDa）超分子複合体に対してどのようにその効能を発揮しているのか
を明らかにするため、我々の研究室では主として構造生物学的な手
法を用いている。今回は新規抗生物質の作用機構に関して、X線結晶
解析およびクライオ電子顕微鏡で得られた最近の研究成果について
紹介する予定である。
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日時：2017年2月10日（金）15:00～16:00            
場所：東京工業大学すずかけキャンパス J3棟4階405号室（会議室）

演題：細菌のタンパク質合成を阻害する
抗生物質の作用機構の解明
演者：上西達也 , PhD Research Fellow
Structural Biology Unit, CIC bioGUNE, Derio, Spain 


